
編 集 後 記

　以前，若手の複数の研究者に『企業家研究』の評判
について聞いたことがあります。その時の反応は，
「ややハードルが高いかもしれない」というものでし
た。その解釈はさておき，本誌は一定の高い水準にあ
るとみられていることは間違いなさそうです。経営史，
経営学，経済学等の各ディシプリンから企業家にアプ
ローチする本誌の価値は確実に高まってきているとい
えるのではないでしょうか。『企業家研究』第 18 号も，
投稿者，レフェリー，編集委員の建設的対話プロセス
を経て，価値ある論説 1本，研究ノート 1本，特集論
説 1本，書評 3本を掲載することができました。
　岡室・猿樂論文は，東日本大震災を例に，自然災害
と新規開業との関係性について，統計データを駆使し
て解析を加えています。近年，世界的に関心が増して
いる自然災害や危機に対する企業家の思考や行為にか
かわり，本論文は，頑健性の高い統計分析で復興プロ
セスの中で開業率が高まった発見事実を示しました。
近年の COVID─19 とも関連し，不確実性が高く，先
行きが見通せない，未曾有の危機に対する企業家行動
の社会的意義について深く考えさせられた論考といえ
るのではないでしょうか。
　伊藤・福本論文は研究ノートではありますが，今後
の論説につながる興味深い内容でした。起業家の試行
錯誤プロセスを捉えるには，起業家との二人称的な関
わり合いならびに共愉的な関わり合いへの理解が必要
になることを主張し，フィールドワークにおける起業
家と研究者との関わり合い方について問題提起をして
います。事例研究に携わる実証研究コミュニティに一
石を投じるインパクトのある論考といえるのではない
でしょうか。
　中西論文は，近世期の青森県野辺地港を事例として，
遠隔地間の帆船輸送が汽船輸送に代替された後，帆船
輸送業者がいかに経営を展開していったかについて論
じています。そこでは，野辺地と北海道の流通ルート
で実施した野坂家の三角貿易，白銀家による野辺地と
北海道の往復輸送などが詳述され，当時の企業家活動
の実態が明らかにされました。大きく時代が変化する
中で，企業家がいかに考え，行動し，経営したのか。
現代に通じるインサイトが多々みられました。
　歴代の編集委員長，編集委員，レフェリー，投稿者
の協働により，質の高い学術ジャーナルとして一定の
地位を得た本誌ではありますが，さらなる企業家マイ
ンドを発揮して，本誌は年 2号体制へと移行する予定
です。会員各位からのさらなる挑戦的な投稿により，
本誌は次のステップへと向かおうとしています。すこ
し，ワクワクしながら，本誌の今後の発展をウォッチ
していきたいと思います。
� （江島由裕）　
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